
2023年度第 1回（一社）日本生物物理学会理事会議事次第 

日時：2023年 6月 17日（土）14：00～17:15 

場所：新大阪丸ビル別館 5-2 号室（オンラインとのハイブリッド開催）    

          

出席者: 理事総数 20名 出席理事 19名 （代表理事を含む） 

代表理事（会長） 髙橋 聡 理事（副会長） 坂内 博子 

理事（副会長） 西坂 崇之  理事 相沢 智康 

理事 秋山 修志 理事 片山 耕大 

理事 小島 清嗣 理事 小島 慧一 

理事 小嶋 誠司 理事 須藤 雄気 

理事 高田 彰二 理事 茶谷 絵理 

理事 中根 大介 理事 永井 健治 

理事 南後 恵理子 理事 朴 三用 

理事 日比野 佳代 理事 藤原 郁子 

理事 山下 敦子   

 

監事: 監事総数 2 名 出席監事 2 名 

監事 金城 政孝  監事 諏訪 牧子 

 

オブザーバー:  

邦文誌編集委員長 上田 昌宏 

欧文誌編集委員長 中村 春木 

ウェブサイト編集委員長 小嶋 誠司（兼任） 

2023年度年会委員長 神取 秀樹 

2024年度年会副委員長 野地 博行 

関東支部長 池口 雅道 

中部支部長 古谷  祐詞 

中国・四国支部長 冨永 貴志 

2021・2022年度理事 今田 勝巳 

2021・2022年度理事 佐甲 靖志 

2021・2022年度理事 飯野 亮太 

2021・2022年度理事 田端 和仁 

2021・2022年度理事 寺川 剛 

2021・2022年度理事 村田 武士 

2021・2022年度理事 渡邉 力也 

2021・2022年度監事 石森 浩一郎 



 

陪席者: 

学会事務局 向井 牧子 末吉 建太   

 

議長：代表理事（会長） 髙橋 聡 

議事録作成者: 小島 慧一 

 

報告事項 

1． 定時社員総会の報告（髙橋） 

2． 2023年度年会準備状況 （神取・小嶋）：報 2 

3． 2024年度年会準備状況 （野地・田端) ：報 3 

4． 2025年度年会準備状況 （高田） ：報 4 

5． 出版委員会報告 （坂内） ：報 5 

6． 男女共同参画若手支援関連報告 （西坂） ：報 6 

7． 国際関連委員会 （西坂） 

8． 日本学術会議「未来の学術振興構想」の内定について （永井） ：報 8 

9． 文部科学省 学術研究の大型プロジェクトの推進に関する基本構想への申請について（永井） 

10． 企業支援WG報告（小島清嗣） 

11． 会員除籍と会員数の報告 （片山・朴）：報 11 

12． 地区報告 

 関東支部（池口）  

 中部支部（古谷） ：報 12-1 

 中国・四国支部（冨永）：報 12-2  

その他 

審議事項 

1． 会長・副会長の選任（全理事） 

2． 出版委員会関連議題（坂内）：議 2 

3． 第 12回 BPPB論文賞 授賞論文の承認、授賞講演について（髙橋）：議 3 

4． 年会秘書 契約について（髙橋）：議 4 

5． 会員総会シンポジウムについて（髙橋）：議 5 

6． 終身会員の承認について（髙橋）：議 6 

 

連絡事項： 

1． 次回理事会日程について（髙橋） 

2023年度第 2回理事会 

日時：2023年 8月・9月？ 

場所：オンライン 



2023年度第 2回男女共同参画・若手支援委員会 10:00～ 

2023年度第 2回出版委員会 11:00～ 

 

 

定足数の確認： 

理事会の審議に先立ち、議長・野地博行氏より定足数の報告があった。 

理事総数 20 うち、出席者 19により過半数を超えた。 

 

報告事項： 

1．定時社員総会の報告（髙橋） 

野地博行氏より 2022 年度定時社員総会について以下の報告があった。 

  第 1 号から第 6 号のすべての議案が承認された。 

  2023 年度の事業計画、収支予算の報告があった。 

 

2． 2023 年度年会準備状況 （神取・小嶋）：報 2 

神取氏・小嶋氏より 2023 年度年会準備状況について以下の報告があった。 

●定期的なウェブ会議を行い、準備を行っている。 

●7/3（10）に演題登録、8/18に参加登録の締切がある。 

●学生発表賞は口頭のみ、130件担当できる。 

●ピッチコンテスト、今年も開催する。（初日午後） 

●ピッチコンテスト開催・学生発表賞等は、案内を事務局より配信している。 

●閉会式は現在会場を含め検討中。 

●一般公演はイベントホールで行い、近年の年会を考えても余裕をもって実施できる予定。 

●ウェブサイトオープン後順調に運用している。 

●若手発表賞（ＩＵＰＡＢ award、IUPAB student award）・学生発表賞(wwPDB student award)は

学会ウェブサイトへ飛ぶように設定いただいた。 

●懇親会は今のところ、問題なく開催できる予定。 

 

3． 2024 年度年会準備状況 （野地・田端) ：報 3 

野地氏、田端氏、西坂氏より 2024 年度年会準備状況に関する報告が以下の通りなされた。 

●プログラム（日程表）案の確定。開催日は 6/24-6/29。 

●招待講演者の選定は順調。 

Plenary Lectureは Toshio Ando氏、David Baker氏、Feng Zhang氏。 

Keynote speaker は４名（Jerelle A. Joseph 氏、Rong Li 氏、Gerhard Hummer 氏、Hannele 

Ruohola-Baker氏）決定。 

●学会口座から開催準備金を移動。会場使用料の前払いに使用。 

●IUPAB とMoU(基本的な開催概要)を締結した。 



●学会全体の予算案と参加費に関する報告。 

●現地開催を予定。一部はオンデマンド配信予定。 

●実行委員メンバーを増員した。 

●名古屋年会において総会シンポでの IUPAB2024 連動企画を予定。 

●各シンポジウムにおけるタイトル、chair、speakerの選定に関する報告。 

●Hands-on trainingの準備状況と実施意義に関する説明。 

●Hands-on training参加者への旅費支援に関する説明。 

●Hands-on training と連動したシンポジウムを IUPABで行う。 

Hands-on trainingの形式や旅費支援の内容が議論され、学会より予算支援を行うことを理事会で承認。 

 

４． 2025 年度年会準備状況 （高田） ：報 4 

高田氏より 202５年度年会準備状況に関する報告が以下の通りなされた。 

●開催予定地（奈良）についての説明。 

●開催日程および施設の仮予約に関する説明。 

●施設利用料に関する見積もりの説明。 

 

5． 出版委員会報告 （坂内） ：報 5 

坂内氏より出版委員会報告が以下の通りなされた。 

●和文誌の出版は順調。 

●Similarity check は問題なし。 

●欧文誌 Special Issue: 「⼤沢流⼿づくり統計⼒学」の英⽂版の出版および準備も順調。 

●欧文誌 Special Issue: Recent advances in retinal protein researchは公開済み。 

●科研費の実績報告に関する説明。 

●インパクトファクター値に関しては、２０２３年内に付与予定。 

●BPPB論文賞に関する説明。 

●10’th BPPB Editors' Choice Award が決定。 

●ウェブサイトの更新がなされた。 

 

6． 男女共同参画若手支援関連報告 （西坂） ：報 6 

西坂氏、今田氏より男女共同参画若手支援に関する報告が以下の通りなされた。 

●男女共同参画若手委員会の分担を決定した。 

●名古屋年会の若手奨励賞や学生発表賞の審査メンバーの選定は順調。 

●女子中高生夏の学校 202３における準備報告。 

●男女若手シンポジウムの準備報告。 

●wwPDB関連の学生発表賞の説明。 

名古屋年会において wwPDB関連の賞を授与することが理事会で承認。 

女子中高生夏の学校 202３へ参加・派遣支援行うことを理事会で承認。 



 

7． 国際関連委員会 （西坂） 

西坂氏より国際関連委員会に関する報告が以下の通りなされた。 

●ABA(Asian Biophysics Assocoation)の日本開催案についての説明。 

●アジア諸国での生物物理学会設立に関する報告。 

 

8． 日本学術会議「未来の学術振興構想」について （永井） ：報 8 

永井氏より日本学術会議「未来の学術振興構想」に関する説明と報告がなされた。 

 

9． 文部科学省 学術研究の大型プロジェクトの推進に関する基本構想について（永井） 

永井氏より文部科学省 学術研究の大型プロジェクトの推進に関する基本構想に関する説明と報告がなさ

れた。 

 

10． 企業支援WG報告（小島清嗣） 

小島氏より企業支援WGに関する報告が以下の通りなされた。 

●科学機器協会の会誌に野地氏のインタビューが掲載される。 

●ピッチコンテスト、登録を進めている。 

 

11． 会員除籍と会員数の報告 （片山・朴）：報 11 

片山氏より会員除籍と会員数に関する報告が以下の通りなされた。 

●会員除籍の報告。 

●会員数の報告（５/1現在で 2747名）。 

●昨年と比較して、学生会員は大きく（２１３名）増加。 

 

12． 地区報告 

中部地区：報 12-1 古谷氏より以下の通り報告がなされた。 

●3/31に生物物理学会中部支部講演会を開催。 

●中部支部総会を開催し、R5、6 年の中部支部長（名工大：古谷氏）、幹事（名大：内橋氏、名市大：矢木

氏）、会計（名工大：錦野氏）が任命。 

●来年の中部支部講演会は金沢大学を予定。 

●会計報告。 

 

中国・四国支部会地区：報 12-２ 冨永氏より以下の通り報告がなされた。 

●5/29-30に生物物理学会中国・四国支部会を開催。 

●中国・四国支部会に当たり、「若手研究奨励金」を給付した旨の説明。 

●会計報告。 

 



 

審議事項： 

1．会長・副会長の選任（全理事） 

2023-2024 年度生物物理学会会長に髙橋聡氏、副会長に坂内博子氏と西坂崇之氏を 

それぞれ選任することが承認された。 

 

2． 出版委員会関連議題（坂内）：議 2 

坂内氏より出版委員会関連議題の審議がなされ、理事会で承認。 

 

3． 第 12 回 BPPB 論文賞 授賞論文の承認、授賞講演について（髙橋）：議 3 

髙橋氏より授賞論文の承認、授賞講演の審議がなされ、理事会で承認。 

 

4． 年会秘書 契約について（髙橋）：議 4 

髙橋氏より年会秘書 契約についての審議がなされ、理事会で承認。 

●年会秘書の雇用およびメールアドレスの付与に関する報告。 

●２０２３年、２０２４年年会業務も一部担当し、マニュアルの作成をして頂く。 

●理事会による契約書の確認。 

 

5． 会員総会シンポジウムについて（髙橋）：議 5 

髙橋氏より会員総会シンポジウムについての説明がなされた。 

 

6． 終身会員の承認について（髙橋）：議 6 

髙橋氏より以下の終身会員の承認について審議がなされ、理事会で承認。 

・石塚 盛雄 氏（シニア会員） 

・牛田 多加志氏（シニア会員） 

・桑島 邦博 氏（シニア会員） 

 

その他 

坂内氏、諏訪氏より年会での企画の提案がなされた。 

●２０２２年に行った日本学術会議・公開シンポジウム「異なるモダリティを統合するバイオ計測の最前線と

展望」の後継企画。 

●理事会企画として、年会におけるセミナーの実施を希望。 

●コメンテーターは候補を選定済みであり、日本語での実施を希望。 

生物物理学会出資の BPセミナーとして企画することを理事会で承認。 

 

その他の発議を求めたところ、格別なしと認められたので、議長は 17：15に閉会を宣言して散会した。 

上記の議決を明確にするため、定款第六章第三十三条の規定によりこの議事録を作成し、代表理事及び



監事が次に記名押印する。 

 

2023年 6月 17日 

 

一般社団法人 日本生物物理学会 2023年度第 1回理事会 

 

代表理事      髙 橋  聡  （印） 

監事          金 城  政 孝  （印） 

監事          諏 訪  牧 子  （印） 

 


